








5.まとめ 

染色体異常疾患は他の先天異常にくらべて発生頻度が高く,また障害の度合もきわめて高

い。このような観点からみて,新生児の染色体異常に関する調査は,それ自身,きわめて重要

な意義をもっている。わが国における現在の研究者数や研究施設の能力,経費などを考慮す

ると,研究機関の所在する大都市を中心として年間3,000人(150人×20研究施設)を対象と

して 3年間の調査で約 1万人についてのデータを得ることが可能と思われる。これは,染色

体異常の種類と頻度に関する基礎的データを得るという点で重要な意味をもっている。ま

た経時的なモニタリングシステムを確立するためにも,経過しなければならない一過程で

あろうと考えられる。 


